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館長

の
こ

　

松
本
清
張
の
七
回
忌
に
あ
た
る
平
成
十
年
八
月

四
日
、
こ
の
松
本
清
張
記
念
館
は
オ
ー
プ
ン
い
た

し
ま
し
た
。間
も
な
く
九
ヶ
月
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。こ
の
間
、
十
三
万
人
を
超
え
る
方
々
に

ご
来
館
い
た
だ
き
、
貴
重
な
ご
意
見
を
多
数
頂
戴

し
ま
し
た
。こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
御
礼
申
し
上
げ

た
い
と
存
じ
ま
す
。

  

当
館
は
、松
本
ナ
ヲ
夫
人
の
全
面
的
な
ご
協
力
に

よ
り
、
書
斎
・
書
庫
・
応
接
室
を
そ
の
ま
ま
再
現

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。か
つ
て
作
家
の
戦
場

で
あ
っ
た
こ
れ
ら
の
仕
事
場
を
一
般
展
示
棟
と
切

り
離
し
、
静
謐
な
空
間
と
し
て
感
じ
取
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
独
立
し
た
棟
に
し
て
い
ま
す
。約
三

万
冊
に
及
ぶ
蔵
書
を
当
時
の
ま
ま
に
配
置
し
、
幾

層
に
も
伸
び
て
い
る
書
庫
は
、
清
張
文
学
の
深
淵

を
伝
え
る
に
十
分
な
迫
力
を
持
っ
て
迫
っ
て
き
ま

す
。

　

清
張
先
生
の
膨
大
な
蔵
書
・
資
料
は
、
当
初
か

ら
た
だ
の
展
示
物
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
活
用
の

道
を
考
え
て
お
り
ま
し
た
。今
後
は
、
歴
史
小
説
、

現
代
小
説
、
推
理
小
説
、
現
代
史
、
古
代
史
な
ど
広

範
囲
に
わ
た
る
松
本
清
張
の
創
作
活
動
を
こ
れ
ら

の
資
料
を
用
い
て
検
証
し
、
遺
さ
れ
た
研
究
課
題

に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。ま
た
、
地
元
北
九
州
市
に
お
け
る
新
た
な
関

係
資
料
の
発
掘
を
は
じ
め
、
こ
れ
か
ら
の
情
報
収

集
活
動
も
重
要
な
課
題
で
す
。全
国
の
清
張
研
究

者
と
も
交
流
し
な
が
ら
、
質
の
高
い
情
報
を
蓄
積

し
、発
信
に
努
め
る
つ
も
り
で
す
。

　
「
生
涯
現
役
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
作
家
、
松

本
清
張
。時
代
に
鋭
敏
で
広
い
視
野
を
持
ち
、
常
に

前
へ
前
へ
と
仕
事
を
展
開
し
て
い
く
一
方
で
、
関

心
あ
る
主
題
へ
の
興
味
は
途
切
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。こ
の
姿
勢
は
ま
さ
に
「
全
力
で
駆

け
抜
け
た
巨
人
」
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で

し
ょ
う
。そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
継
承
し
、
こ
れ
か
ら

の
若
い
人
材
を
育
て
、支
援
す
る
場
と
し
て
、記
念

館
の
活
動
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

ふ
じ
い　

や
す
え

早
稲
田
大
学
文
学
部
卒
業
。平
成
７
年
ま
で
文
藝
春
秋

編
集
委
員（
局
長
待
遇
）。

文
藝
春
秋
の
編
集
者
と
し
て
30
年
の
永
い
間
、清
張
氏
と

と
も
に
歩
み
、清
張
作
品
の
企
画
・
取
材
・
編
集
に
た
ず

さ
わ
り
、清
張
全
集
の
出
版
も
担
当
し
た
。

平
成
5
年
、清
張
記
念
館
の
建
設
決
定
時
か
ら
、こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
。基
本
構
想
、基
本
計
画
に
か
か
わ

り
、誘
致
建
設
計
画
委
員
、建
設
準
備
委
員
、資
料
収

集
委
員
を
歴
任
。昭
和
9
年
東
京
生
ま
れ
。

平
成
10
年
8
月
よ
り「
松
本
清
張
記
念
館
」館
長
。



運営委員長

運
営
委
員
会

　

本
市
に「
松
本
清
張
記
念
館
」が
藤
井
康
栄
館
長

の
も
と
で
晴
れ
て
開
館
を
見
た
の
は
、昨
年
八
月

の
こ
と
で
早
く
も
半
年
が
経
過
し
た
。

　

先
に
一
〇
万
人
目
の
入
館
者
が
岡
山
県
玉
野
市

の
女
性
で
、目
標
よ
り
も
か
な
り
早
か
っ
た
と
い

う
の
は
、わ
れ
わ
れ
関
係
者
に
と
っ
て
特
に
う
れ

し
い
報
道
で
あ
っ
た
。

　

今
、館
の
統
計
で
み
る
と
、開
館
か
ら
こ
の
一
月

末
ま
で
一
七
八
日
に
入
館
者
が
一
一
四
、一
〇
〇

人
、一
日
平
均
六
一
四
人
と
あ
り
、幸
先
よ
い
本
館

の
門
出
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
ア
ン
ケ
ー
ト
で
見
る
と
、性
別
で
女
性

58
％
、男
性
42
％
と
、住
所
で
は
市
内
36
％
、県
内

26
％
、そ
し
て
県
外
38
％
で
、し
か
も
南
は
沖
縄
、

鹿
児
島
か
ら
北
は
北
海
道
、青
森
に
お
よ
び
、さ
ら

に「
も
う
一
度
来
た
い
」が
88
％
の
割
合
に
な
っ
て

い
る
の
は
特
に
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
数
字
の
ほ
か
、館
の
今
迄
の
活
動
の

面
に
つ
い
て
み
る
と
、記
念
館
固
有
の
事
業
と
し

て
の
企
画
展
、清
張
研
究
奨
励
制
度
の
設
置
、研
究

誌
の
刊
行
準
備
、そ
の
他
映
像
作
品
鑑
賞
会
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
注
目
さ
れ
る
諸
活
動
が
既
に
一
斉
に
開

始
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

　

こ
う
し
た
時
、館
の
方
で
い
よ
い
よ
館
報
を
発

行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
順
当
な
措
置
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。こ
の
館
報
が
官
報
的
な
も
の
で

な
く
、魅
力
あ
る
館
報
の
任
務
を
果
た
し
て
く
れ

る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

さ
て
、こ
の
程
第
一
二
〇
回
の
芥
川
賞
が
発
表

さ
れ
、本
市
の
八
幡
出
身
の
京
大
学
生
平
野
啓
一

郎
氏
が
市
民
に
注
目
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、わ
が
松

本
清
張
氏
が
昭
和
二
八
年
に「
或
る『
小
倉
日
記
』

伝
」で
受
賞
さ
れ
た
当
時
が
改
め
て
想
起
さ
れ
る

が
、あ
れ
か
ら
今
年
で
も
う
四
六
年
に
な
る
。今
年

六
月
は
そ
の「
小
倉
日
記
」の
森
鷗
外
が
小
倉
赴
任

満
百
年
に
も
な
る
。

　

戦
前
の
火
野
葦
平
さ
ん
、先
年
の
村
田
喜
代
子

さ
ん
ら
芥
川
賞
、さ
ら
に
直
木
賞
な
ど
と
文
運
豊

か
な
わ
が
北
九
州
の
地
を
思
い
、本
館
報
の
門
出

を
ひ
と
し
お
祝
福
し
た
い
気
持
ち
で
あ
る
。

4
日
、死
去（
享
年
82
歳
）

松
本
家
に
記
念
館
誘
致
建
設

を
協
力
依
頼

誘
致
建
設
計
画
委
員
会
の
設

置
を
発
表

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

『
松
本
清
張
と
北
九
州
』開
催

誘
致
建
設
委
員
会
・
記
念
館
基

本
構
想
中
間
答
申

誘
致
建
設
計
画
委
員
会
・

記
念
館
基
本
構
想
最
終
答
申

記
念
館
基
本
計
画
、基
本
設
計

に
着
手

『
松
本
清
張
展
』開
催

起
工

竣
工

平
成
4
年
8
月

11
月

12
月

平
成
5
年
9
月

10
月

平
成
6
年
2
月

7
月

9
月

平
成
8
年
7
月

平
成
10
年
6
月

　

松
本
清
張
記
念
館
は
、清
張
氏
の
偉
大
な
業
績
を
称

え
、後
世
に
継
承
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、同
氏
が
生
き

た
時
代
の
全
貌
を
体
系
的
に
展
示
紹
介
し
、同
氏
に
関
す

る
情
報
の
発
信
と
研
究
の
拠
点
と
な
る
施
設
と
し
て
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
目
的
に
沿
っ
た
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
に
、学

識
経
験
者
や
地
元
関
係
者
か
ら
な
る
運
営
委
員
会
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
長　

小
林　

安
司

　
　
　
　
　

北
九
州
大
学
名
誉
教
授
・

　
　
　
　
　

北
九
州
森
鷗
外
記
念
会
会
長

委　

員　

今
村　

元
市　

郷
土
史
家

委　

員　

安
間　

隆
次　

文
芸
評
論
家

委　

員　

小
野　

昭
治

　
　
　
　

  

（
株
）ケ
イ・プ
ラ
ン
専
務
取
締
役

委　

員　

神
崎　
　

大

　
　
　
　
　

北
九
州
青
年
会
議
所
理
事
長

委　

員　

奥
竹　
　

繁

　
　
　
　
　

北
九
州
市
教
育
委
員
会
文
化
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

こ
ば
や
し　

や
す
し

東
京
大
学
文
学
部
卒
業
。現
在
は
北
九
州
大
学
名
誉
教
授
、

北
九
州
森
鷗
外
記
念
会
会
長
。

北
九
州
市
立
中
央
図
書
館
初
代
館
長
で
、昭
和
５０
年
の

開
館
時
に
、清
張
よ
り
全
著
書
の
寄
贈
を
受
け
た
。

松
本
清
張
記
念
館
設
立
に
あ
た
り
、誘
致
建
設
計
画
委

員
会
を
は
じ
め
、各
委
員
会
会
長
を
歴
任
。現
在
は
運
営

委
員
会
委
員
長
を
務
め
る
。明
治
４３
年
小
倉
生
ま
れ
。

（
平
成
11
年
２
月
寄
稿
）



井上ひさし
講演会「松本清張の仕事」 阿

刀
田
高『
松
本
清
張
と
私
』

吉
村　

昭『
創
作
ノ
ー
ト
か
ら
』

小
倉
市
民
会
館
に
て女性センター「ムーブ」にて

川谷和也、羽田健太郎、熊谷弘
3氏のトーク

講演前、館内にて

シネマコンサート

松本清張の7回忌にあたる8月4日に、全国から多くの関係者をお招きして開館記念式典が行わ
れました。「小倉の地に記念館が出来て大変嬉しい」と松本ナヲ夫人は喜びの挨拶をされました。

プ
レ
イ
ベ
ン
ト

文
藝
春
秋
講
演
会

清張原作の最後の作品となった「彩り河」の上映と主演の名取裕子さんのトーク
東京第一ホテルにて

名取裕子
トーク＆シネマ映画『砂の器』上映と交響組曲『宿命』演奏会

小倉市民会館にて

（読売新聞西部本社提供）
オープン日、開館時間は2時間半にもかかわらず、803人の入館者を記録



館 内 み ど こ ろ

この階はフリーゾーン。展示室で清張世界を堪能した後は、ゆっくり余
韻に浸りながら、こんどは「あなたが知りたい清張の姿」を探索できま
す。ミュージアムショップ、情報ライブラリィ、読書室、企画展示室・映像
ホール、喫茶「石の館」と何度でも足を運んでみたくなるスペースです。

明治42年に生まれ、昭和28年に上京するまで
の、44年間を過ごした小倉時代に焦点をあて、
清張文学の源流を探る企画展を開催しました。

未発表原稿
「構想」及び「書簡」

デビュー作「西郷札」掲載誌と
自作のスクラップ

このご厚意を受けて、研究奨励制度を創設

入館者10万人突破!!

当時のニュース映像を織り込んだ全長22mの『松本清張とその時
代』パネルは圧巻です。ここでは『作品系統図』や『松本清張全仕
事』の展示によってその多岐にわたる創作活動を紹介しています。

東京都杉並区の清張宅にある書斎や応接室、書庫などの『仕事の城』を再現。
古代資料のコレクションルームや、８つに別れた書庫に並んだ約３万冊の膨大
な蔵書は、清張の創作活動の源を感じさせます。家屋内部はビデオ映像で紹
介。また、蔵書は地下1Fの情報ライブラリィ「清張の書庫」で探索できます。

記念館のモニュメントである天平
時代の寺院礎石と、清張著作700
冊の表紙パネルが迎えてくれます。

古代史の謎解きを映像で楽しむ－

［書斎］
カーペットには煙草の灰の焦げ跡

［応接室］
時間を忘れて編集者と討論することも…

［読書室］
全集をはじめ、清張作品や文芸雑誌
を自由に手にとれる

［企画展示室・映像ホール］
清張原作のビデオ上映や企画展はここで

常設展示室

地下1F

外観は小倉城の景観と調和した和風建築。
館内に入ると、長めに配置されたエントランスが

展示室への期待感を盛り上げます。

★それぞれのコーナーを詳しく紹介するシリーズ
　「きよしとハルコの探検！清張記念館」もお楽しみに！

ナヲ夫人、雑誌取材で来館

（学芸担当　篠原）

講談社「きものとヘア」取材
松本ナヲ夫人と市田ひろみ
さん、清張氏の想い出を語
る

■地下1F企画展示室にて－－－

「ふるさと小倉　清張文学の羽搏き」
は ばた

（講談社提供）



ト ピ ッ ク ス

北
九
州
市
で
は
、松
本
清
張
関
係
資
料
の
収
集
を
行

っ
て
い
ま
す
。ゆ
か
り
の
品
を
お
持
ち
で
し
た
ら
、

松
本
清
張
記
念
館
に
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
点
と
線
」は
国
民
的
作
家
と
し
て
の
出
発

を
き
っ
た
清
張
の
出
世
作
で
あ
り
、社
会
派
推

理
小
説
と
い
う
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
を
開
拓
し

た
記
念
碑
的
作
品
で
も
あ
り
ま
す
。「
時
間
の

習
俗
」に
つ
い
て
は
和
布
刈
神
事
な
ど
北
九
州

市
が
描
か
れ
た
作
品
で
あ
り
、ほ
ぼ
全
文
が
揃

っ
て
い
ま
す
。ま
た
何
よ
り
、当
時
の
生
原
稿

は
作
家
の
手
許
に
残
り
に
く
く
、所
在
不
明
の

も
の
が
多
い
中
、こ
れ
ほ
ど
ま
と
ま
っ
て
多
量

に
発
見
さ
れ
る
の
は
め
ず
ら
し
く
、極
め
て
貴

重
で
資
料
価
値
の
高
い
も
の
で
す
。

　

今
後
、日
本
交
通
公
社
様
の
ご
厚
志
を
無
駄

に
せ
ぬ
よ
う
、清
張
研
究
に
役
立
て
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。　
（
学
芸
担
当　

中
川
）

　

平
成
11
年
3
月
2
日
、松
本
清
張
の
初
期
代
表
作
の
一
つ
、「
点
と
線
」ほ
か
の
直
筆
原
稿
が

記
念
館
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。原
稿
は
、長
く
日
本
交
通
公
社（
J
T
B
）出
版
事
業
局
の

保
管
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
。昨
年
発
見
さ
れ
、清
張
研
究
に
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
と
、

J
T
B
か
ら
寄
贈
の
申
し
出
を
受
け
た
も
の
で
す
。

ー「
点
と
線
」ほ
か
直
筆
原
稿
、記
念
館
へ

●「
点　

と　

 

線
」 
（
連
載
12
回
： 『
旅
』昭
和
32
年
2
月
号
〜
昭
和
33
年
1
月
号
）

 

連
載
第
1
、第
2
、第
5
回
分 

6
3
枚

●「
時
間
の
習
俗
」 
（
連
載
19
回
： 『
旅
』昭
和
36
年
5
月
号
〜
昭
和
37
年
11
月
号
）

 

連
載
第
12
回
を
除
く
18
回
分 

４
４
８
枚

●
エ
ッ
セ
イ
、紀
行
文　

５
点 

１
３
７
枚 

合
計
６
４
８
枚

研究奨励事業
第1回

募集

松本清張記念館では、昨年、松本ナヲ夫人のご厚意を
いかし、松本清張研究奨励制度を創設いたしました。

募 集 要 項
●対　　象●

●内　　容●

●応募規定●

●選　　考●
●発　　表●

●お問い合わせ●

松本清張の作品や人物の研究、清張の精神を継承す
る活動で、これから行うもの。年齢、性別、国籍は問い
ません。個人または団体も可。ただし、未発表の企画
に限ります。
最優秀者（団体）に200万円を上限とする研究奨励金
を支給します。金額は企画内容を検討し、決定します。
今後取り組みたい調査・研究テーマ等の内容がわかる
企画書、予算書など（様式は自由、ただし日本語）を平
成10年12月21日～平成11年5月31日までに応募して
ください。（次年度は6月1日より翌年3月31日まで）
松本清張記念館内の選考委員会により選考します。
審査終了後、審査結果を直接通知します（6月末頃）。
なお、採用された企画は翌年の開館記念日までに実
施成果を報告していただきます。
松本清張記念館　TEL093-582-2761　担当　中川



　

意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、清
張
は
無
類
の
カ
メ
ラ
好
き
で
し
た
。ま
だ

わ
ず
か
な
給
料
で
暮
ら
し
て
い
た
戦
前
、す
で

に
ラ
イ
カ
を
購
入
し
て
い
た
と
い
う
か
ら
、本

と
カ
メ
ラ
に
は
お
金
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。作
家
に
な
っ
て
か
ら
も
、海
外

旅
行
に
は
必
ず
二
台
以
上
を
携
帯
し
、カ
ラ

ー
と
モ
ノ
ク
ロ
を
撮
り
分
け
ま
し
た
。そ
の
腕

は
、プ
ロ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
し

た
。写
真
家
の
林
忠
彦
氏
も
そ
の一
人
で
す
。

　
「
先
生
は
見
た
も
の
に
感
激
し
、そ
こ
で
シ
ャ

ッ
タ
ー
を
切
る
。そ
の
上
自
分
の
内
面
的
な
も

の
が
そ
の
中
に
入
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、こ
う
い
っ

た
写
真
は
強
い
。（『
推
理
街
道
三
十
五
年　

松
本

清
張
展
』図
録　

１
９
８
５　

朝
日
新
聞
社
・
西
武
美

術
館
発
行
）」

　

館
に
は
、清
張
の
こ
う
し
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
感

覚
と
技
術
の
高
さ
を
示
す
写
真
や
絵
画
な
ど

の
資
料
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。今
後
は
、こ

れ
ら
の
も
の
を
企
画
展
で
紹
介
し
て
い
く
予

定
で
す
。　　
　
　
　
　
（
学
芸
担
当　

林
）

　

ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
カ
メ
ラ
が
展
示
室
に
あ

り
ま
す
。

　

あ
た
ま
に
マ
ッ
チ
箱
く
ら
い
の
も
の
が
く
っつ

い
て
い
る
こ
の
カ
メ
ラ
は
、ニ
コ
ン
Ｆ
３
を
改
造
し

た
も
の
。そ
し
て
マッ
チ
箱
の
よ
う
な
部
分
は
液

晶
で
す
。

　

晩
年
、視
力
が
落
ち
た
清
張
は
、愛
用
の
カ

メ
ラ
を
使
い
や
す
く
す
る
良
い
工
夫
は
無
い
か

と
考
え
ま
し
た
。昭
和
六
十
一
年
春
、そ
の
こ
と

が
講
談
社
写
真
部
を
通
じ
て
株
式
会
社
ニ
コ

ン・
カ
メ
ラ
営
業
部
報
道
機
材
課
に
伝
え
ら
れ

ま
し
た
。

　

ニ
コ
ン
Ｆ
３
の
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
覗
く
と
、上

部
の
液
晶
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
、マ
ニュ
ア
ル

露
出
が
表
示
さ
れ
ま
す
。そ
の
デ
ー
タ
が
清
張

に
は
読
み
づ
ら
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
、

カ
メ
ラ
の
外
部
に
液
晶
を
取
り
付
け
て
、見
や

す
く
表
示
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
の
で
す
。

材
料
費
を
抑
え
る
た
め
に
、時
計
用
の
液
晶

を
利
用
し
た
り
、様
々
な
部
品
を
代
用
し
た

り
と
工
夫
し
、ニ
コ
ン
で
は
、こ
の
時
の
経
験
を

生
か
し
て
、新
機
種
を
開
発
し
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

平
成
元
年
６
月「
草
の
径
」取
材

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
て

撮
影　

山
田
一
仁

タッチパネルでだれでも簡単に操作でき、作品の
検索以外にも記念館の案内ほか、収蔵品の紹介
や、「日本の黒い霧」・「昭和史発掘」の題材となっ
た事件の解説が見られるスグレもの、情報ライブ
ラリィは地下1F、喫茶「石の館」前です。

“　情報ライブラリィ”の巻

ねえ、あの作品、何の本に載ってるんだっけ。
思い出せない～。
清張作品は出版されているもので1,000点以上あるもの
ね。短編だったら表紙にタイトルがのっていないこともあるし
…。でも大丈夫！地下1Fの情報ライブラリィを使ってさがして
みましょう。この装置は清張の全作品がだれでも簡単に検
索できるの。画面の「清張全仕事」。ここを押すと検索の画
面になって…。ところで、作品のタイトルは？
えーっと、「てん…、…点…」あれ、忘れちゃったよー。

しょうがないわねえ。
でもタイトルなら部分からでも調べられるの。「て・ん」っと。
おー!!「てん」がタイトルに含まれる作品がズラッと。あっ、こ
れこれ、「ゼロの焦点」。新潮文庫かー。
その本だったらミュージアムショップで売ってたわよ。ちなみ
に清張作品の品ぞろえなら日本一ですって。
ひょっとしてキミ、ショップのまわし者？

展 示 品 紹 介

清
張
撮
影
の
写
真
は
、常
設
展
示
室
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

タッチ
パネル

▲



締
を
年
１
の
こ
の
し
く
づ
て
め
初
も
か
も
何

　

を
声
産
く
や
う
よ
が
号
１
第
報
館
、
り
く
く
め

た
し
ま
け
だ
た
い
覧
ご
で
ん
し
楽。
た
し
ま
げ
あ

。
い
さ
だ
く
せ
寄
お
を
声
の
ん
さ
皆

　

編集・発行

イラスト：山藤　章二

〒803-0813
北九州市小倉北区城内2番3号
TEL  093（582）2761
FAX 093（562）2303
制　作　（有）エディックス
表紙写真　文藝春秋提供

●開館時間　午前9:30～午後6:00（入館は午後5:30まで）
●休 館 日　年末（12月29日～12月31日）
●観 覧 料　一　般／500円（400円）　中・高生／300円（240円）
　　　　　　小学生／200円（160円）　（　）は30人以上の団体
●アクセス　J　R：小倉駅から徒歩15分　西小倉駅から徒歩5分
　　　　　　バス：小倉北警察署前／NHK前下車
　　　　　　車　：北九州都市高速、大手町ランプより5分

記念館では、皆様のご要望にお応え
して、松本清張原作映画のビデオ上
映を行います。４月・５月の上映作品
は次の通りです。 ４・５月スケジュール

4月

球形の荒野日4/11日
月12日
火13日
水14日
木15日
金16日
土17日
日18日

11:00～ 14:00～

球形の荒野
鬼　　畜

鬼　　畜
球形の荒野

球形の荒野
鬼　　畜

鬼　　畜
球形の荒野

球形の荒野
鬼　　畜

鬼　　畜
球形の荒野

球形の荒野
鬼　　畜

鬼　　畜

̶親子の絆̶ ̶思い出が
　　　犯人を締めつける̶

「球形の荒野」
「鬼　　畜」
A

B
「砂の器」
「天城越え」
A

B

5月

砂 の 器
砂 の 器

土5/1日
日2日
祝3日
祝4日
祝5日
木6日
金7日
土8日

11:00～ 14:00～
天城越え

天城越え
砂 の 器

砂 の 器
天城越え

天城越え
砂 の 器

砂 の 器
天城越え

天城越え
砂 の 器

砂 の 器
天城越え

日9日 砂 の 器 天城越え
天城越え

※上の日程以外の日も、可能な限り
上映を行います。上映時間は、４
月・５月いずれも右の通りです。

詳しい内容については、
館内にて予告チラシを配布します。奇数日

偶数日
A
B A

B
11:00～ 14:00～

清張著書と27種類
のオリジナル・グッズを
ご用意しております。

ミュージアム
ショップから

男女問わず売れているのが「湯飲み」です。
ちなみに女性人気No.1は「ポストカード6枚セット」です。
先日、東京から来られ
た清張の熱烈なファン
の方が、ショップにある
全ての商品を購入され
たことが特に印象に残
っています。

ポストカード
（6枚セット） ￥500
一筆せん・キーホル
ダー・湯飲み・手拭い

火野葦平・『河伯洞』

グッズ売上ランキング

北九州市役所

小倉合同庁舎

八坂神社

小倉そごう

JR小倉駅

JR西小倉駅

ＫＭＭビル

小倉井筒屋

小倉ホテル

西日本
銀行

平和通
停留所

ホテルパール
シティ小倉　

リコホテル小倉

ステーション
ホテル小倉　

小倉ガーデン
ホテル紫川

リーガロイヤル
ホテル小倉

小倉玉屋ひびき荘
ダイエー
小倉店

小倉市民会館中央図書館

歴史博物館

NHK

小倉北警察署

保健所
小倉城

東京第一
ホテル小倉

北九州都市高速道路

JR山陽新幹線

JR鹿児島本線

JR日豊本
線

小倉城庭園

川
紫

十八銀行

記念館

魚
町
銀
天
街

平
和
通

モ
ノ
レ
ー
ル

1位

テレカ（ポスター柄）
￥1,000

2位

3位

4位

テレカ（似顔絵）
￥1,200

九
一
（平
葦
野
火
・
家
作
的
民
国
る
れ
ら
知
で
ど
な」
隊
兵
と
麦
「
　

39

松
若
の
頃
し
り
な
か
や
華
業
産
炭
石
年

、
復
往
で
機
行
飛
を
松
若
と
京
東
も
時
な
ん
盛
業
文。
た
れ
ま
生
に

、
は』
洞
伯
河
『居
旧
の
平
葦
た
し
愛
く
な
よ
こ
を
童
河
と
と
さ
る
ふ

絶
を
命
の
ら
自
た
ま、
し
出
み
生
を
作
名
の
く
多
数
ど
な」
龍
と
花
「

　
　
　
　
　
　
　
　。
う
い
と
た
ね
訪
に
せ
見
を
稿
原
も

  

）
澤
藤
（

「花と龍」の舞台となった洞海湾、文学碑、河伯洞、資料館など、葦
平ゆかりの地を巡る文学散歩コースとして最適。

火野葦平資料館（若松市民会館内）
河伯洞書斎を再現展示しているほか「人
間・葦平」と作品を紹介。資料点数約２
万点。

火野葦平旧居『河伯洞』
昭和15年、葦平の出征中に父・金五
郎が兵隊三部作の印税で建てたと伝
えられる。市指定文化財。

●若松郵便局

●若松消防署

●若松区役所

若戸大橋

●旧ごんぞう小屋

久岐の浜広場
　●

市立若松病院
　●

若戸大橋口

久岐の浜
ニュータウン

●市立
　修多羅小学校

洞海湾

河童地蔵

高塔山

文学碑

若戸渡船場

若松駅

平
葦
野
火

館
料
資

）
内
館
会
民
市
松
若
（

玉井組
事務所跡安養寺

（菩提寺）

線
本
豊
筑

1月24日より一般公開中

松本清張直筆の手紙・
書画・写真などをお持
ちの方は、記念館まで
お知らせください。

当
担
集
編

西
大

 
原
篠
　
寛
政

 

林
　
礼

 

子
暁

河伯洞

0931105F


